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北海道におけるアドブルー生産プラントの新設及び高純度尿素水製造特許成立について 

 

当社（社長：田中稔一）は、尿素ＳＣＲシステム搭載ディーゼル車（※）用のＮＯｘ還元

添加剤であるＡｄＢｌｕｅ○R（以下、アドブルー）を生産していますが、このたび以下の通り、

生産能力を増強することを決定しましたのでお知らせいたします。 

 （※）ＳＣＲは Selective Catalytic Reduction の略で、「選択触媒還元」を意味する。 

    尿素ＳＣＲシステムは排出ガスに尿素水を噴射し、窒素酸化物（ＮＯＸ）を無害 

    な水と窒素に分解するもので、浄化率が高い。 

 

＜新設計画の概要＞ 

１．対象製品  ： アドブルー（高品位尿素水、ドイツ自動車工業会登録商標）      

２．新設場所  ： 北海道三井化学株式会社（三井化学１００％子会社、北海道砂川市） 

３．生産能力  ： ２０，０００ＫＬ/年 

４．営業運転開始： ２０１０年１２月（予定） 

 
国内トラックメーカー４社は、自動車排出ガス規制の強化（ポスト新長期規制）に伴う窒

素酸化物（ＮＯｘ）の排出規制に対応し、大型車の新車販売に尿素ＳＣＲシステムを搭載す

ることとしました。また、今後、中・小型トラックの一部においても搭載の見込みであり、

これによって、アドブルーは本格的な普及・拡大期を迎えることになりました。 

 

 当社は、２００４年に尿素ＳＣＲ車の販売が開始された時に、三井物産（販売元）やトラ

ックステーションの販売店各社とともに、全国１，０００店舗以上で入手が可能となる供給

体制を整え、尿素ＳＣＲ車の普及を支えてきました。 アドブルーは、大阪工場で国内最大級

の生産規模を誇るアンモニア、尿素からの一貫生産を行い、また、この尿素を使用して、関

東、九州の２工場でも生産しており、３工場合計で７０，０００ＫＬの能力を持っています。 

 

 今般、需要の伸張への対応とお客様への供給サービスの向上を目指して、新たに北海道に

４番目となる工場を設け、さらに来年前半には名古屋に工場を新設（能力２０，０００ＫＬ/

年）し、計１１０，０００ＫＬ/年に生産能力を増強します。 そして、２０１４年までには、

計７～９箇所に拡充し、合計約２５０，０００ＫＬ/年に生産能力を増強します。 また、ス

トックポイントは今年度、５箇所から８箇所に増やし、少量容器の配送やローリー巡回配送

の拠点として強化を図っております。 

 

 今後も販売元の三井物産やトラックステーションを運営する広域販売店（フリート）各社

との連携を強化するとともに、新たに石油元売系各社のガソリンスタンドでの販売を加える

ことにより、今年度中に「三井のアドブルー」扱い店を２，０００店舗超とし、全国への安

定供給体制の強化を図っていきます。 

 

 特許に関しては、２００５年４月に出願した「高純度尿素水の製造方法」の特許がこのた

び成立しました。本特許は、尿素の適切な溶解温度、製品中のオイル除去やろ過の方法など

に関するものです。 
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